
7 ふくしのスキルアップ講座
 Social Welfare Skill Development Programs for Specialists

（1）利用者・家族講座
①「はじめての福祉機器　選び方・使い方セミナー」
日程 時間 テーマ
29日
（火）

11:00 〜
12:00

福祉車両
熊谷　良雄 氏　国立身体障害者リハビリテーションセンター更生訓練所自動車訓練室
岩崎　洋 氏　国立身体障害者リハビリテーションセンター病院副理学療法士長

13:00 〜
14:00

コミュニケーション機器
中邑　賢龍 氏　東京大学先端科学技術研究センター教授

15:00 〜
16:00

自助具
岡田　英志 氏　ヒューマンユニバーサルデザインオフィス代表　
小嶋　寿一 氏　グループヒューマンクラフト代表

30日
（水）

11:00 〜
12:00

入浴機器
加島　守　氏　高齢者生活福祉研究所所長／理学療法士

13:00 〜
14:00

トイレ・排泄用品
牧野　美奈子 氏　NPO法人 日本コンチネンス協会

15:00 〜
16:00

住宅改修
橋本　美芽 氏　首都大学東京健康福祉学部准教授

1日
（木）

10:15 〜
11:15

ベッド
市川　洌 氏　福祉技術研究所㈱代表取締役

11:30 〜
12:30

リフト等移乗用品
市川　洌 氏　福祉技術研究所㈱代表取締役

13:00 〜
14:00

杖・歩行器等補助用品
加島　守 氏　高齢者生活福祉研究所所長

14:30 〜
16:00

車いす
堀家　京子 氏　（財）武蔵野市福祉公社／作業療法士
加島　守 氏　高齢者生活福祉研究所所長／理学療法士　

②「高齢者世帯向けの手軽な日々の食事
 ─市販の弁当・惣菜も工夫次第でこう変わる」

日　時 2009年9月29日（火）　13:00 〜 14:00

講　　　師： 今　寿賀子 氏　虎の門病院栄養部部長　
 押田　京子 氏　虎の門病院栄養部副部長

③「これだけある高齢者施設の種類と現状
 ─利用条件とサービスの内容」

日　時 2009年10月1日（木）　13:30 〜 15:30

講　　　師：	池田敏史子 氏　NPO法人シニアライフ情報センター事務局長
 猪熊　律子 氏　読売新聞東京本社社会保障部次長　
 田中　雅英 氏　特別養護老人ホーム博水の郷施設長

司　　　会：	橋本　泰子 氏　大正大学名誉教授

（2）福祉施設役職員講座
①「障害者福祉施設における虐待防止対策のポイント」

日　時 2009年9月29日（火）　13:30 〜 15:30

講　　　師：	平田　　厚 氏　明治大学法科大学院教授・弁護士
司 会 進 行：	繁田　高広 氏　介護福祉士・社会福祉士

②「福祉施設の現場で開発された入所者サービスの工夫
 ─老人ホーム、障害者施設の創意・工夫事例の発表」

日　時 2009年9月30日（水）　10:00 〜 12:00

ア.	高齢者施設における創意・工夫の事例
a.	床ずれの評価と対応
事例発表者：	高倉　聡美 氏　高齢者ケアセンター向日葵看護職
 長岡　　恵 氏　高齢者ケアセンター向日葵看護職

b.	尊厳と共感を大切にするケアを〜バリデーション療法の実践

事例発表者：	古川由紀子 氏　特別養護老人ホームひらかた聖徳園
  介護職員ユニットリーダー
 藤田　尚子 氏 特別養護老人ホームひらかた聖徳園
  介護職員フロアチーフ

　福祉機器利用者や保健医療・福祉・介護関係者が、サービスの質、経営、
制度改革など現在課題となっている事柄についての理解や自身の理解の向上を
図るためにスキルアップ講座を開催しました。
　どの講座も関心が高く、利用者やその家族、介護支援専門員、社会福祉施
設役職員、ホームヘルパー、社協役職員など延べ2,655名が参加し、課題に対
する理解を深めました。

イ.	障害者施設における創意・工夫の事例
a.	誤嚥性肺炎患者の口内乾燥に対する口腔ケアの検討
　〜顔面マッサージ・パイナップル果汁・保湿剤併用の効果

事例発表者：	土居　　梓 氏　旭川荘南愛媛病院治療棟看護師
 藤森　恵美 氏　旭川荘南愛媛病院あさがお病棟看護主任

b.	知的障害者施設における食事量確保の困難な児童への取組み
　〜バランスの良い食事のための支援について

事例発表者：	片山　沙里 氏　旭川学園発達支援課保育士
 山口　倫子 氏　旭川荘フーズセンター管理栄養士

司 会 進 行：	木藤　祐二 氏　社会福祉法人天竜厚生会特別養護老人ホーム百々山施設長
 河合　清子 氏　社会福祉法人天竜厚生会特別養護老人ホームさやの家施設長

③「院内感染予防と次亜塩素酸水の活用
 ─新型インフルエンザ対策」

日　時 2009年10月1日（木）　10:00 〜 12:00

講　　　師：	櫻井　　勝 氏　国士舘大学体育学部スポーツ医学科教授
 桜井　靖恒 氏　医療法人社団理趣会認可保育園あいう園美園園長　

司　　　会：	濱田　和則 氏　社会福祉法人晋栄福祉会理事長

8 特別企画
 Special Events

（1）福祉機器開発最前線
　福祉機器は高齢者・障害者の自立や介護の支援に大きな役割を果たします。
H.C.R 2009では現在開発が進められている福祉機器と新発売された福祉機器に
ついてデモストレーションを交えながら紹介いたしました。
会　　場：	東6ホール内「特設会場C」

出展製品 ア.	義手・義足
a.	階段昇降用大腿義足膝継手NAL-Kee：㈱長崎かなえ
b.	簡易型筋電義手（SEハンドTSE-1）：㈲高松義肢製作所
c. プロプリオ足部、リオ・ニー、パワー・ニー：パシフィックサプライ㈱

イ.	車いす
a.	ユニバーサルビークルRODEM：（社）ベーダ国際ロボット開発センター
b.	Para	Golfer：オットーボック・ジャパン㈱

ウ.	コミュニケーション機器
a.	簡易型眼球運動検出スイッチ：横浜市総合リハビリテーションセンター

（2）腰痛予防と福祉機器
　老人ホームや障害者施設のスタッフにとって腰痛は職業病とも言える大きな課
題です。H.C.R 2009では腰痛予防対策として福祉機器を使った介護の実際につ
いてデモストレーションを交えながら紹介しました。
会　　場：	東6ホール内「特設会場C」
内　　容：	ア. ベッドと移乗
 イ. 浴室モデルと移乗
 ウ. トイレと移乗
講　　師：	市川　　洌 氏　福祉技術研究所㈱代表取締役
 古田　恒輔 氏 神戸学院大学総合リハビリテーション学部教授
  日本リハビリテーション工学協会移乗機器SIG代表
協　　力：	JASPAリフト関連企業連絡会

（3）家庭にある機器を使ったコミュニケーション
　コミュニケーションは障害がある方の自立に向けた第一歩です。現在皆さんの
家庭にある機器は高機能化が進み、使い方を工夫すれば障害がある方のコミュ
ニケーションを大きく前進させます。H.C.R 2009では機器を使ったコミュニケー
ションの工夫についてデモストレーションを交えながら紹介いたしました。

日程 時間 テーマ

29日
（火）

11:00 〜
12:00

携帯電話と障害
〜日常生活や就労へ簡単に利用できる機能やサービスの数々

15:00 〜
16:00

障害のある人のパソコン利用
〜 Windowsパソコンの中に隠された障害対応機能や便利なアプリケーション

講　　師：	中邑　賢龍 氏　東京大学先端科学技術研究センター教授
会　　場：	会議棟6階　605-606会議室
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